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牡鹿半島における漁村集落の研究
Study of fishing villages based on the Oshika Peninsula
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  This thesis reveals the the endemism and redundancy comprised in fishing villages. By 
perceiving the principle of spatial constitution through the formation and modification of fishing 
villages in the Oshika Peninsula,and making evident the endemism and redundancy in vilages, the 
purpose of this thesis is to operate as the motive of conceiving the future of villages.
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（1）研究背景と目的
 かつて都市や集落は、その場所の風土や文化の中で形
成され変容してきた。しかし近代以降、日本はめまぐる
しい発展を遂げ、都市や集落に大きな変化を与えた。そ
れらの変化は、一見すると生活を豊かにし、現代の私た
ちにはこのような生活が永遠に続けられるように感じさ
せていた。
　しかし、2011 年の東日本大震災ではそれらの当たり
前に感じていたことが、実際は様々な問題を抱えている
ことを露呈させた。そしてそれらは、かつてそこにあっ
た風土や文化といったモノを排除することによって新た
な都市・集落を生み出してきたものであった。現在、こ
のような都市・集落のあり方を見直す事無く、よりまい
進させるかのように被災地では復興がされている。この
ような様々な問題を抱えた日本において、私たちの現在
の生活はいつまで続けられるのだろうか。いつまでこの
ような都市・集落は作られ続けるのだろうか。現在、復
興計画において推し進められているのは、巨大な堤防を
作り、山を大幅に削り、まるで限界集落かのように明ら
かに以前よりも小さな集落規模で計画する近代以降の都
市や集落を作る手法である。つまりそれは、集落を短期
的かつ内部的な冗長性の無い空間へ作り替えようとして
いると言える。このような集落は形態が異なっていて
も、質としてはニュータウンに見られる固有性の無い空
間である。このように計画された集落は、かつてそこに
あった文化や生業を後世に繋いでいく事が出来るのだろ
うか。また、そのような集落に新たな人が入り込むのだ
ろうか。もし、新たな人が入り込んだときにそれらを許
容出来るような場所となっているのだろうか。
　そこで、牡鹿半島における漁村集落が、どのように形
成され、また長い時間の中でどのように変容したかを分
析することで、集落の空間構成原理を捉えられ、その中
で集落の持つ固有性と冗長性を明らかにすることがでお
きるのではないだろうか。また、それらによって、今後
あるべきの集落の姿が見えてくるのではないだろうかと
考えた。
　集落における、長期的かつ外部的な集落が持つ、持続
可能な空間システムを今一度見つめ直し、牡鹿半島にお
ける漁村集落の形成と変容から空間構成原理を捉え、集
落の持つ固有性と冗長性を明らかにすることを目的とす
る。
(2) 研究方法
研究方法として、「広域スケール」と「半島スケール」
の分析には主に文献を用い、地理や歴史から牡鹿半島の
特色を把握した。それぞれの「集落スケール」の分析に
は、「牡鹿半島における集落空間の類型的研究 -31 浜の
地域カルテづくりから -」のカルテを用い、再構成する
ことで牡鹿半島におけるそれぞれの漁村集落の類型化を
行った。またその類型化より得られた集落形態は、公図、
地籍図、空中写真を用い分析した。それらの分析から、
狐崎浜と荻浜の二つの浜は、より詳細に集落空間の変容
を把握するためヒアリング調査を行なった。狐崎浜・侍
浜に関しては、東日本大震災における津波の被害を被っ
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ていなく民家や集落空間が現存しているため、実測調査
を行い、それらの図面及を作成することで「民家スケー
ル」の分析・考察を行なった。
（3）研究対象地
　研究対象地として選定した宮城県石巻市牡鹿半島は、
東日本大震災の津波によって甚大な被害を被った三陸沿
岸部のうち、四方を海または山に囲まれた独立性の高い
集落が多く点在している地域である。
　石巻市は、宮城県の中心であり新幹線が通っている仙
台市と鉄道と三陸自動車道で繋がっている。そして牡鹿
半島は石巻市の南東に位置し、石巻市街地からは鉄道や
国道は通っておらず陸路が中心の現在では県道のみのア
クセスになるため僻遠の地となっている。しかし、かつ
てはこの地域での交通の中心は舟運であり、そのため新
たな文化や人は海を中心に緩やかに流入してきた歴史が
ある。そのような地理的・地形的条件によりそれぞれの
独立性が高く、かつての集落空間を残しながらも流入す
る人や文化によって現在の集落空間へと変容してきたこ
とから、本論において牡鹿半島は最も適したフィールド
であると言える。
(4) 既往研究
三陸沿岸部の漁村集落空間の研究として、河村哲二・岡
本哲志・吉野馨子らの「「3.11」からの再生 - 三陸の港
町・漁村の価値と可能性 -」( 御茶の水書房 ,2013) があ
る。これは、三陸の港町・漁村に関して、マクロな広域
スケールからミクロな民家スケールまでを歴史的観点・
文化的観点から分析・考察を行なっており、三陸の港
町・漁村の価値と可能性の示唆に富む研究である。この
研究では三陸の港町・漁村全体を扱い、その後に続き、
雄勝半島を研究対象地として集落空間構成を明らかにし
た西山直輝の「宮城県石巻市雄勝町大須浜集落について
の研究 ~ 豊かな雄勝半島の世界を通して ~」( 法政大学
卒業論文 ,2014)、雄勝半島における集落の類型を行なっ
た吉野滉己の「雄勝半島における集落空間の類型的研
究 -17 浜の地域カルテづくりから -」( 法政大学卒業論
文 ,2013)、牡鹿半島における集落の類型を行なった石
井啓介の「牡鹿半島における集落空間の類型的研究 -31
浜の地域カルテづくりから-」(法政大学卒業論文,2013)
図 2. 昭和 3年に描かれた石巻 (出典 :石巻市史編さん委員会編 (1998)『石巻の歴史　第二巻通史編 (下 2)』石巻市 )
図 1. かつて存在した仙台と石巻を繋ぐ計画　　　　　
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図1-１ 牡鹿半島の漁村集落
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として調査・研究が続けられている。マクロな半島ス
ケールからミクロな民家空間までを連続的に取り上げ
た西山が研究を行った雄勝半島は、牡鹿半島の隣の半
島にあたるのだが、両半島はそれぞれ異なる風土や伝
統を持っていることが岡本らの研究より明らかにされ
ている。しかし、牡鹿半島の集落空間構成に関しては
石井の研究による「半島スケール」「集落スケール」
においてしか調査・研究は行なわれていない。また、
佐藤布武らの「漁村集落における土地利用の変化と津
波への対策が集落空間構成へ与えた影響」( 日本建築
学会計画系論文集 79巻 第 699 号 ,pp1119-1127,2014)
では、「集落スケール」「建築スケール」に着目し、牡
鹿半島の侍浜における津波対策が集落構成に与えた影
響を明らかにしているが、「広域スケール」「半島スケー
ル」を扱っていない。
　このように、牡鹿半島においてマクロな「広域スケー
ル」からミクロな「建築スケール」までを連続的に取
り上げ、より深く掘り下げた研究は存在しない。よっ
て本論文では、牡鹿半島における漁村集落の形成と変
容を広域的な視点で分析・考察を行う。 
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かつて石巻は、北上川を中心に江戸や仙台藩などと　水
のネットワークによって繁栄したこと、また近代以降、
交通手段が舟運から道路や鉄道に取り替えられた事によ
り都市の在り方も変容していった。つまり、石巻の持っ
ていた水のネットワークが、牡鹿半島に外部からの流入
者や文化を導いたのだ。つまり、集落の変容は都市の変
容無しには語れないのである。
　また、牡鹿半島におけるそれぞれの浜の支配者によっ
て、漁業 ( 生業 ) が社会のシステムの中に組み込まれ、
豊かな漁場を活かしながら、近代化の中で捕鯨・養殖と
変容していったことも忘れてはいけない。
　そして、現在計画されている高台移転や計画道路など
の山を削るなどのインフラスケールのハード面が重視さ
れる集落復興には、未来が無いと考えた。第一節から第
三節でも述べたように、かつてより集落は、古来の伝統
を基本としながらも、新しい時代の風を柔軟に受け入れ
てきた。今後の集落の未来を考えたときに、現在までそ
の場所がなぜ、どのように成り立ってきたのかを理解す
る事が未来のあるべき姿を生み出すのではないだろう
か。
3. 集落空間の形成
三陸の漁村集落の形成を捉えるに当たって、地形と湾形
に着目した、そこで、「牡鹿半島における集落空間の類
型的研究 -31 浜の地域カルテづくりから -」( 石井啓介 ,
法政大学卒業論文 ,2013) を基に、筆者によって再編成
し、分析を行なった。
　まず、漁村集落前面の湾形と立地する地形によって
31 浜がどのように形成されているかを分類する事で６
つの類型が得られた。
　それを基に、６つの類型の中から、それぞれ集落空間
の基本形態の読みやすい代表的な浜を挙げる事で（同じ
分類であっても浜の持っている歴史や地形条件などに
よって例外的に異なる浜も存在する）、それぞれの集落
形成の特徴を明らかにした。
　図は、第二節より得られたそれぞれの集落構造を簡略
化したものである。①は中世のプリミティブな漁村の集
落構造、②は近世の港町の集落構造である。③は①と②
が共存しているもの、④は①にかつて沢であった道が１
本追加されたもの。⑤は①が道 ( 川 ) を軸により外に広
がっていったものであることが明らかになった。基本的
に、③④⑤は①がベースとなっており、②は③のベース
となっている事がわかる。
　つまり、現在の集落構造は、明らかに地理的条件によっ
て形成され、それは中世・近世から集落構造を継承して
いるということを意味している。
図 3. 集落構造の形成の類型
① V字の谷戸を形成する低地の集落 -狐崎浜
②取り巻く低地の集落 -牧浜
③ U字の湾を形成する低地の集落 -月浦
④ U字の湾を形成する高地の集落 -侍浜
⑤湾曲して取り巻き川が流れる低地の集落
⑥漁業を生業としない集落
2. 都市・半島空間の変容
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図 4. 中門を含めた配置図
図 5. 狐崎浜配置図
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りと言われる
 集落構造は地理的条件によって形成され、中世・近世
から継承されたものであることを明らかにしたが、現代
の集落空間は、近代化に伴い、計画道路や、沢の暗渠
化、造成工事、防波堤・防潮堤の設置、港湾の埋め立て、
ハウスメーカーの参入などによって、集落空間は変容し
ている。しかし、前章では、現在の集落構造は、明らか
に地理的条件によって形成され、それは中世・近世から
集落構造を継承しているということを明らかにした。ま
た、集落構造だけではなく、その中で、継承されている
集落空間が存在している。それが中世・近世に有力者に
よってもたらされたものである。本節では、有力者が住
んでいた民家に着目し、集落内での位置や、家屋配置な
どを分析することで、時代が変わり集落が変容していく
中でも、変わらずに保たれ、また、それが浜の個性とし
て続いてきたもの、つまり有力者によってもたらされた
集落空間は、いったいどのようなものであったか。また、
何が変わっていくのかを明らかにしていく。
・狐崎浜
　大肝入が置かれていた狐崎浜は、東日本大震災による
津波の被害は少なく、現在でもかつての集落空間が残っ
ている。そしてこの集落では、「中門」という特徴的な
建築を見ることが出来る。
　狐崎浜は牡鹿半島の最西部に位置し、浜の防波堤から
は、石巻市街地や塩竈までをも見渡す事ができるのだ
が、住環境としては厳しい環境にある。その原因は石巻
周辺の冬に吹く、強く冷たい北西の風であり、西向きの
狐崎浜には、ちょうど正面からその風が吹き込む。住民
からは、石巻から風が吹いてくる、浜沿いの道は波が
立って水浸しになる、という話も散見できる程の強さを
持っている。つまり、中門は、道から吹き込む厳しい北
西の風を、山際にある主屋へ吹き込まないように遮断す
る役割を持っている。また、それでいながらも、主屋に
入り込む太陽からの光を遮らない高さと中庭のスケール
を持っている。いわば、中門は、厳しい自然環境の中で
生まれた自然と共生するための建築である。
4. 集落空間の変容
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・侍浜
　侍浜は、震災前の世帯数は 11 世帯であり、最も栄え
ていたとされる明治初期で 17 世帯であった。そして、
この度の東日本大震災による津波による家屋被災は２軒
のみであった。多い時代で 17 世帯、現在が 11 世帯とい
う集落規模の中で、明らかに集落空間を作り出している
と言える建築がある。それはこの集落における一番の有
力者であった、浜の中心に大きな敷地をもつ地主民家で
ある。　『漁村集落における土地利用の変化と津波への
対策が集落空間構成へ与えた影響』( 佐藤布武 , 日本建
築学会計画系論文集 第 79 巻 第 699 号 ) によると、現
在ある屋敷林は、1933 年に発生した昭和三陸地震大津
波の際に出された三陸沖強震乃津浪報告に基づく復興計
画によって 1955 年に防波・防風林の整備を行った。現
在の屋敷林の植生を見ていくと、その中で、マツ、ゴヨ
ウマツ、ビャクシン、シュロ、ウメ、ツツジ、桜は植え
られたものと見られ、その他は自生であると思われる。
植えられたものを見ていくと、明らかに防風林として適
さない植生が見られた。つまりこれが意味するのは、復
興計画によるに植樹の前、地主民家が建てられた時には
屋敷林として樹木はあったと思われる。先に述べた石巻
における家屋配置では、地主民家は「囲い式」にあたる。
「囲い式」における一般的な屋敷林は北西に配置し、季
節風を遮っていた。一方、侍浜は南向きであるため、海
側から吹き込む浜風を遮るため、地主民家の屋敷林は南
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に配置されていたのだ。このように、侍浜における浜ら
しさは、地主民家の存在の大きさによって生み出され、
現代にも引き継がれる。
図 6. 地主民家の蔵の立面図
図 7. 地主民家家屋配置図
図 8. 侍浜配置図
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・荻浜
荻浜は、20 戸に満たない寒村から明治 14(1881) 年に日
本郵船横浜〜函館間定期航路の寄港地の寄港地となるこ
とで突如近代港町へ変わり、明治 22(1889) 年には 170
戸に増えた集落である。
　明治期に寒村から近代港町へ変貌を遂げたとき、荻浜
には様々な人や文化が流入してきた。現在の地籍図の中
の主な姓は、伏見家、藤原家、佐藤家、阿部家、門岡家、
渡辺家である。明治以前から荻浜にいたとされる 3 家は
伏見家、藤原家、渡辺家である。しかし、ここで考慮し
なければならないことは、同じ姓であっても全く異なる
家柄である場合がある。それらを踏まえ分析していく
と、前節でも述べた明治以前からいたとされる宮守の伏
見家を筆頭とした三家が、川と参道の合流地点周辺に集
まっていることがわかる。そしてその周辺に、明治以降
に流入してきた姓の人々が住んでいる。しかし、これは
決してこの集落内で陣取り合戦のように、時間と共に流
入者が拡張していった結果ではない。土地の取引、つま
り代謝も起きていた。
　そういったことを踏まえると注目すべきは、門岡家と
佐藤家である。両家は、いつ荻浜へやってきたかは明ら
かではないが、前者は大曲からやってきて酒屋として、
後者は商家として浜で生活していたという。そんな両家
は、現在、浜の東側の土地を持っている。しかし、かつ
てその土地は明治以降に流入してきた藤原家の土地で
あったという。藤原家は、門岡家と佐藤家から借金をし
てしまい、その借金をお金の代わりに土地で返済したと
いう。つまり、明治以前は 18 戸であったとされるため、
集落規模としては川沿いとその西側であったと考えられ
る。日本郵船が寄港地と定めた後、藤原家によって集落
の東側に規模が拡張される。そして、その場所は商人で
あった門岡家と佐藤家に譲渡することとなった。また、
湾の西側の短冊状の敷地は、道の付き方などから、近世
では番屋が置かれていたと想像出来る。その後、宅地化
が進み、貸家とされていた。そのため現在では、所有者
は長期間借り続けていた住人に移り変わったようだ。
　このように、荻浜においては明治以前の三家は変わら
ず、明治以降の流入者の住んでいる場所で代謝が起きて
いた。それは、集落の骨格を残しながらも変化を許容す
る冗長性を持つシステムであった。
図 10. 荻浜地籍図
図 9. 神社を軸として立地している宮守
元々藤原家であった土地が佐
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浜沿いの番屋が宅地化された
明治以前からいた三家が集まっている
宮守
やまこが切った薪を積んで塀としていた
チャノマの窓を開けて
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ハナレ 納屋
車庫
川
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3. 民家空間の形成と変容
　石巻の報告として、『宮城の古民家』( 宮城県教育委
員会 ,1974) には、江戸中期と推定された虻田佐々木家
が農家の最古の例として扱われている。この遺構は、住
部分が三間取の広間型であるが、ダイドコロと土間 ( 作
業部分 ) の境に間仕切りの無い原初形である。　民家
空間は南境今野家のような形式へと移り変わっていく。
佐々木家のダイドコロは専属の居住空間としてオカミに
移り、オカミとダイドコロが建具で間仕切られると、ダ
イドコロにイロリを持つ板敷部分が発生したことにな
る。ここまで、農村の民家空間を事例として述べてきた
が、これは、漁村の民家も同じ形式である。田代浜津田
家の間取りは農家と変わること無く、ザシキとナンドの
境の壁に床の間が設置され、三間取のオカミは二分割さ
れオカミとコザシキと呼ばれる。このオカミの呼称は、
主として宮城県の海岸地帯北部で用いられている。
　それぞれの集落と住宅の平面を見ていくと、多くの民
家空間で、この三間取りが現代においても継承されてい
ることがわかる。三間取りを継承しながら、周辺に水回
りを
8. 結章
　僻遠の地にある牡鹿半島の漁村集落が形成され、変容
していく背景には、実は都市部との密接な繋がりがある。
つまり、それらの関係性のもと、都市が時代の中で変容
していくことによって牡鹿半島の漁村集落も変容してい
る。そこで、第一章では、東廻り航路における江戸と北
上川河口の石巻、石巻と牡鹿半島の関係を捉えた。そこ
では、時代の中で石巻の役割が変容することで、牡鹿半
島の生業も変容していくこと、また、現代では、車社会
の影響により海路から陸路へと主要な交通が代わってし
まい、牡鹿半島の持っていたネットワークは近代化して
しまったこと、それに加えて東日本大震災においては、
それらの漁村集落が甚大な被害を被り、交通の近代化の
みならず、冗長性の無い近代の手法で集落復興がされよ
うとしていることを明らかにした。
第二章では、地理的条件によって集落構造が異なり、そ
れらは中世・近世に形成され、地理的環境が変わらない
現在であってもその集落構造は継承されていることを明
らかにした。
　第三章では、地理的環境の上で成り立つ集落構造の中
で、集落空間がどのように変容してきたかを明らかにし
た。中世・近世に姿を表した有力者はその存在だけでは
なく、現代にも引き継がれるような強い集落空間を作り
出していた。近代以降、集落は浜へ流入してきた人や文
化を許容し、集落構造を変える事無く集落空間を変容さ
せた。民家空間においても、かつての間取りの形式を残
しながらも変容してきた。
以上より、牡鹿半島における漁村集落は、長い時間の中
でも地理的条件や浜の有力者によって、集落構造や空間
を維持し続けられる固有性と、流入する人や文化に対し
てそれらを許容し変容していく冗長性を持っていること
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図 11. 間取りの変容
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が明らかになった。しかし、この度の津波で甚大な被害
を被った、かつて固有性と冗長性をもっていた漁村集落
は、今後行なわれる集落復興でどうなっていくのだろう
か。
 現状では、漁村集落は将来のビジョンも思想もない一
時的な政治的・経済的欲求の中で、近代におけるニュー
タウンを造りだすような計画手法の集落復興がなされよ
うとしている。高度経済成長の時代に、そのような手法
で計画されたニュータウンは形態だけ似せられた都市で
あり、現在それらは、少子・高齢化や過疎などによって
ゴーストタウン化していることを忘れてはいけない。
　こうしたことを踏まえ、これからの集落は擬似的な都
市にするのではなく、地形や気候などの環境的要素に寄
り添いながらも、そこで行なわれる漁業や祭り、歴史な
どの文化的要素を中心とした集落形態であり続けなけれ
ばならない。
それこそが、固有性と冗長性をもつ持続可能な集落の在
り方なのではないだろうか。
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